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(54)【発明の名称】 超音波診断装置の先端部

(57)【要約】
【課題】先端部本体の有効断面積をさほど犠牲にするこ
となく、排液時のバルーンの貼り付き現象を防止するこ
とができる超音波診断装置の先端部を提供すること。
【解決手段】略円柱状の先端部本体２に配置された超音
波プローブ３を囲むようにバルーン１０が取り付けら
れ、そのバルーン１０を膨縮させるための液をバルーン
１０内に出し入れする送排液口６ａが、先端部本体２の
側面のバルーン１０の内側位置に開口形成された超音波
診断装置の先端部において、略円柱状に形成された先端
部本体２の側面に平面状の切り削ぎ面１２を形成して、
その切り削ぎ面１２の底面に送排液口６ａを形成した。



(2) 特開２００３－１１６８５７

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】略円柱状の先端部本体に配置された超音波
プローブを囲むようにバルーンが取り付けられ、上記バ
ルーンを膨縮させるための液を上記バルーン内に出し入
れする送排液口が、上記先端部本体の側面の上記バルー
ンの内側位置に開口形成された超音波診断装置の先端部
において、
略円柱状に形成された上記先端部本体の側面に平面状の
切り削ぎ面を形成して、その切り削ぎ面の底面に上記送
排液口を形成したことを特徴とする超音波診断装置の先
端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、体腔内の超音波
断層像を得るために胃腸内等に挿入して使用される超音
波診断装置の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置によって体腔内の超音波
断層像を得ようとする場合、超音波プローブと被検部と
の間には一般に少なくとも２～３cm程度の間隔をとる必
要がある。
【０００３】また、超音波は液体中は伝わり易いが空気
中は伝わり難い特性を有するので、超音波プローブと被
検部との間の空間には、超音波伝達性のよい脱気水等の
液体を充満させる必要がある。
【０００４】そこで超音波診断装置の先端部は一般に、
先端部本体に配置された超音波プローブを囲むようにバ
ルーンが取り付けられ、そのバルーンを膨縮させるため
の液をバルーン内に出し入れする送排液口が、先端部本
体の側面のバルーンの内側位置に開口形成されていて、
バルーン内に脱気水等を送排水してバルーンを膨縮させ
ることができるようになっている。
【０００５】ただし、円柱状の先端部本体の側面に送排
液口を直接開口させると、排水時にバルーンが送排液口
に張り付いた状態になって送排液口を塞いでしまい、バ
ルーン内からの排水が途中までしかできなくなってしま
う。
【０００６】そこで従来は、先端部本体の側面に円周溝
を形成して、その円周溝の底部に送排液口を形成するこ
とにより、排水時のバルーンの貼り付き現象を防止して
いた（特開昭５８－６５１４８号）。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかし、排水時のバル
ーンの貼り付き現象を確実に防止するためには、円周溝
の深さをある程度以上深くする必要があるので、円周溝
部分において先端部本体の有効断面積が著しく小さくな
って、内蔵物の配置スペースが不充分になってしまう場
合がある。
【０００８】そこで本発明は、先端部本体の有効断面積
をさほど犠牲にすることなく、排液時のバルーンの貼り
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付き現象を防止することができる超音波診断装置の先端
部を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の超音波診断装置の先端部は、略円柱状の先
端部本体に配置された超音波プローブを囲むようにバル
ーンが取り付けられ、バルーンを膨縮させるための液を
バルーン内に出し入れする送排液口が、先端部本体の側
面のバルーンの内側位置に開口形成された超音波診断装
置の先端部において、略円柱状に形成された先端部本体
の側面に平面状の切り削ぎ面を形成して、その切り削ぎ
面の底面に送排液口を形成したものである。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は、超音波診断装置である超音波内視鏡
を示しており、可撓性の挿入部１の先端に連結された先
端部本体２に、超音波プローブと光学観察窓等が配置さ
れている。
【００１１】先端部本体２にはバルーン１０が着脱自在
に取り付けられ、そのバルーン１０内に脱気水等の液体
を送排水するための送排水管路６が挿入部１内に挿通配
置されている。そして、送排水管路６に対して送排水具
等を接続するための接続口金５が、挿入部１の基端に連
結された操作部４に配置されている。
【００１２】図１は、挿入部１の先端部分を示してお
り、略円柱状に形成された先端部本体２の先端面に、観
察窓７、照明窓８及び処置具突出口９等が配置され、側
面部に超音波プローブ３が配置されている。
【００１３】超音波プローブ３は、先端部本体２の外周
面に沿う環状に近い形状に形成されていて、軸線周りに
放射状に超音波を発受信するラジアル走査を行うように
なっている。
【００１４】先端部本体２の前後両端の近傍の外周面に
は、弾力性のある材料からなる膨縮自在なバルーンを固
定するための一対の浅い円周溝状のバルーン固定溝１１
が形成されている。
【００１５】そして、一対のバルーン固定溝１１の間の
位置において、先端部本体２の表面には平面状の切り削
ぎ面１２が形成されていて、その部分の断面を図示する
図３にも示されるように、送排水管路６の送排液口６ａ
が切り削ぎ面１２の底面に形成されている。
【００１６】なお、切り削ぎ面１２は、送排液口６ａの
直径より少しだけ大きな一定の幅（例えば送排液口６ａ
の直径の１．２～２倍程度の幅）で、真っ直ぐに周方向
に形成されている。
【００１７】バルーン１０は、図３に示されるように筒
状に形成されていて、その両端部分にＯリング状に一体
に形成された締め環１０ａをバルーン固定溝１１に係合
させることにより、バルーン１０が先端部本体２の外面
に密着して取り付けられた状態になる。
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【００１８】そして、送排水管路６を通じて送排液口６
ａからバルーン１０内に脱気水等を送り込むことによ
り、バルーン１０が二点鎖線で示されるように膨らみ、
バルーン１０内の脱気水を送排水管路６を通じて排出さ
せることによりバルーン１０が窄んだ状態になる。
【００１９】その際に、送排液口６ａは、図１に示され
るように、先端部本体２の側面に直接形成されているの
でなく、された平面状の切り削ぎ面１２の底面に位置し
ているので、脱気水が排出されている途中でバルーン１
０が送排液口６ａに貼り付く現象が起こり難い。
【００２０】しかも、切り削ぎ面１２は、先端部本体２
を周状に削る必要がなく、ごく一部分を削ぎ落とせば済
むので、先端部本体２の有効断面積をさほど犠牲にする
必要がなく、内蔵物の配置スペースを確保することがで
きる。
【００２１】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば光学観察機能が設けられていない超
音波診断装置の先端部に適用することもできる。
【００２２】
【発明の効果】本発明によれば、略円柱状に形成された*
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*先端部本体の側面に平面状の切り削ぎ面を形成して、そ
の切り削ぎ面の底面に送排液口を形成したことにより、
先端部本体の有効断面積をさほど犠牲にすることなく排
液時のバルーンの貼り付き現象を防止することができ、
内蔵物の配置スペースを確保して充分な機能を発揮する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の超音波内視鏡の挿入部先端の
斜視図である。
【図２】本発明の実施例の超音波内視鏡の全体構成を示
す側面図である。
【図３】本発明の実施例の超音波内視鏡の挿入部先端の
部分側面断面図である。
【符号の説明】
２  先端部本体
３  超音波プローブ
６ａ  送排液口
１０  バルーン
１２  切り削ぎ面

【図１】 【図２】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波诊断装置的远端部分，该超声波诊断设备
的远端部分能够在排放液体时防止球囊的粘着现象，而又不会大大牺牲
远端部分主体的有效截面积。 解决方案：球囊10附着为围绕布置在大致
圆柱状的尖端主体2中的超声探头3，并且用于使球囊10充气和放气的液
体从球囊10中取出和取出。 口6a是在超声波诊断装置的前端部形成为大
致圆柱状的前端主体2的侧面的平面状的切削面，在前端主体2的侧面的
球囊10的内部形成有开口。 形成图12所示的液体，在切断面12的底面上
形成液体供给排出口6a。
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